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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成
23
年

6
月
1
日
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す（
新
築

住
宅
は
既
に
平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら

設
置
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
）。
み
な
さ

ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
で
は
ぜ

ひ
早
め
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
必
要
性

戸
建
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
建
物
火

災
に
よ
る
死
者
数
全
体
の
約
9
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
、
約

6
割
は
「
逃
げ
遅
れ
」
が
原
因
で
す
。
ま
た
、

死
者
の
約
6
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
火
災
の
発
生
を

早
期
に
知
る
こ
と
で
助
か
っ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
火
災
の
発
生
を

い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

火
災
に
早
く
気
づ
き
生
命
を

取
り
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
事
例

事
例
1

居
住
者
が
3
階
で
就
寝
中
、
1
階

居
間
に
置
か
れ
て
い
た
電
気
ス
ト

ー
ブ
か
ら
出
火
し
た
。
煙
を
感
知

し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
鳴
動

し
た
た
め
、
1
階
に
行
く
と
す
で

に
黒
煙
が
充
満
し
て
い
た
。
そ
の

後
、
家
族
に
声
を
か
け
119
番
通
報

し
た
。
早
期
通
報
の
結
果
家
族
全

員
が
助
か
っ
た（
愛
知
県
名
古
屋

市
）。

事
例
2

居
住
者
が
2
階
で
就
寝
中
、
隣
の

部
屋
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
鳴
動
に
気
づ
き
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
居
室
内
の
い
す

の
上
の
衣
類
等
か
ら
炎
が
出
て
い

る
の
を
発
見
し
た
。
早
期
発
見
、

避
難
で
き
た
た
め
在
宅
し
て
い
た

母
親
と
幼
児
2
人
に
け
が
は
な
か

っ
た（
福
島
県
須
賀
川
市
）。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類

警
報
器
に
は
煙
式（
光
電
式
）と
熱
式（
定

温
式
）が
あ
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
煙
式
の

設
置
を
行
い
ま
す
。

●
煙
式

煙
が
警
報
器
に
入
る
と
知
ら
せ
て

く
れ
る
も
の
で
す
。
寝
室
や
階
段
な
ど
に

用
い
ま
す
。

●問い合わせ
消防本部消防総務課
予防担当（蕁62－4111）

死者の約6割が65歳以上の高齢者 死亡原因の約6割が逃げ遅れ

設
置
し
ま
し
ょ
う住

宅
用
火
災
警
報
器
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

設
置
し
ま
し
ょ
う

設
置
し
ま
し
ょ
う

設
置
し
ま
し
ょ
う住

宅
用
火
災
警
報
器
！

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
推
移（
資
料
提
供：

消
防
庁
）

▲
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●
熱
式

警
報
器
の
周
辺
温
度
が
一
定
温
度

以
上
に
な
る
と
知
ら
せ
て
く
れ
る
も
の
で

す
。
台
所
や
車
庫
で
用
い
ま
す
。

設
置
場
所

《
2
階
建
て
の
家
の
場
合
》

・
寝
室
、
階
段
に
は
取
付
け
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

・
居
室
、
台
所
に
も
取
付
け
を
勧
め
て
い
ま

す（
調
理
に
伴
う
煙
、
蒸
気
等
発
生
す
る

台
所
に
は
「
熱
式
警
報
器
」
の
設
置
を
勧

め
て
い
ま
す
）。

《
平
屋
建
て
の
家
の
場
合
》

・
寝
室
と
し
て
使
用
す
る
部
屋
に
取
付
け
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
は
消
防
本
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

購
入
に
つ
い
て

購
入
時
や
購
入
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
に
も
、
各
地
区
の
消
防
団
が
共
同
購
入

の
た
め
に
斡
旋
す
る
販
売
店
や
、
市
内
の
警

報
器
販
売
店
な
ど
、
信
頼
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
警
報
器
は
左

記
の
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が
つ
い
て
い
る
警
報

器
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
訪
問
販
売
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

「
消
防
署
か
ら
の
依
頼
で
取
付
け
に
き
た
」

や
「
こ
の
警
報
器
で
な
い
と
ダ
メ
」
な
ど
と

強
引
に
購
入
を
勧
め
る
業
者
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
職
員
や
市
役
所
の
職
員
、
ま
た
は
そ

の
委
託
業
者
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問

販
売
を
行
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

「
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
」、「
設
置
を
し
な

い
と
罰
金
が
あ
る
」
と
い
っ
た
言
葉
に
動
揺

せ
ず
、
不
審
に
思
っ
た
ら
購
入
前
に
消
防
本

部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
池
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

取
付
け
る
た
め
の
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
自
分
で
簡
単
に
取
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

不
適
正
な
訪
問
販
売
で

購
入
・
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
販
売
の
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
8
日
間
で
す
。
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
れ
ば
、
代
金
を
支
払
う

必
要
は
な
く
、
ま
た
支
払
済
み
の
代
金
な
ど

も
全
額
返
還
し
て
も
ら
う
権
利
が
あ
り
ま

す
。詳

し
く
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://w

w
w
.kokusen.go.jp/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
は
山
梨
県
県

民
生
活
セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5
5
―

2
3
5
―

8

4
5
5
）、
都
留
地
方
相
談
室（
蕁
45
―

5
0

3
8
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設 置 場 所
▼天井取付けの場合

設 置 可 能 範 囲

▼壁掛けの場合

「ＮＳマーク」
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）制
度
は
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
に
市
民
の

健
康
の
保
持
増
進
を
確
保
す
る
重
要
な
制
度
で
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
に
医
療
費
の
負
担
が
軽
く
す
む
よ
う
に
国
保
税
を
出
し
合
い
、
国
・

県
・
市
の
負
担
と
合
わ
せ
て
運
営
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
県
内
12
市
の
平
均
に
比
べ
て
高
い
水
準
に
あ
る
医

療
費
が
近
年
さ
ら
に
伸
び
て
い
る
と
と
も
に
、
国
保
税
の
収
入
が
落
ち
込

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
国
保
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
4
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
）が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
保
税
の
制
度
が
大
き
く
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
平
成
20
年
度
の
国
保
税
の
税
率
改
定
を
お
こ
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
国
保
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
医
療
費
や
国
保
資
格
の

適
正
化
を
図
る
取
り
組
み
や
、
国
保
税
滞
納
対
策
の
強
化
を
引
き
続
き
行

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
国
保
全
般
に
関
す
る
こ
と
は

市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
2
）

・
国
保
税
の
課
税
に
関
す
る
こ
と
は

税
務
課
課
税
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000 老人

退職

一般

Ｈ18Ｈ17Ｈ16

221,396 232,286 240,641

317,813 320,742 341,460

649,060
709,680 693,002

（円）

●上野原市国保の制度別に見た一人当たり医療費の推移

な
ぜ
医
療
費
は
増
え
て
い
る
の
か
？

①
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方

か
ぜ
な
ど
の
軽
い
症
状
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
最
初
か
ら
大
病
院
で
受
診
し
た
り
、

複
数
の
医
療
機
関
を
か
け
も
ち
し
た
り
、

医
師
の
指
示
を
守
ら
な
い
な
ど
は
、
医
療

費
が
か
さ
む
原
因
と
な
り
ま
す
。

②
人
口
構
造
の
高
齢
化

高
齢
社
会
と
な
り
、
医
療
を
受
け
る
機
会

の
多
い
高
齢
者
人
口
が
増
え
、
高
齢
者
の

医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

③
生
活
習
慣
病
の
増
加

生
活
習
慣
の
変
化
に
伴
い
、
生
活
習
慣
病

を
は
じ
め
、
治
療
に
長
い
期
間
を
必
要
と

す
る
慢
性
疾
患
の
患
者
が
増
え
て
い
ま

す
。

④
医
学
・
医
療
技
術
の
進
歩

新
し
い
機
器
や
薬
な
ど
が
開
発
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
治
療
が
難
し
か
っ
た
病
気
も
治
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
治

療
に
か
か
る
費
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
上
野
原
市
国
保
の
一
人
当
た

り
の
医
療
費
は
、
老
人
医
療
は
や
や
減
少
し

た
も
の
の
、
一
般
・
退
職
医
療
は
増
加
し
ま

し
た
。

変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
が

国
民
健
康
保
険
税
が

国
民
健
康
保
険
税
が

変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
が



介護保険分

0.8％

ー

5,700円

7,400円

高齢者支援分

0.6％

5.0％

4,000円

3,000円

改正後（平成20年度）
区分

所得割

資産割

均等割

平等割

介護保険分

0.8％

ー

5,700円

7,400円

改正前（平成19年度まで）

医療保険分

4.9％

30.0％

23,000円

23,000円

国保税年齢別負担区分

●40歳未満の方

医療保険分＋後期高齢者支援分
●40歳以上65歳未満の方

医療保険分＋介護保険分＋後期高齢
者支援分

●65歳以上75歳未満の方

医療保険分＋後期高齢者支援分
●75歳以上の方

国保税から切り離し、後期高齢者医
療保険料を納めます。

5 広報うえのはら　平成20年7月号　　　　　

国
保
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す

国
保
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険

分
に
か
か
る
所
得
割
・
資
産
割
の
税
率
お
よ

び
均
等
割
・
平
等
割
の
金
額
が
そ
れ
ぞ
れ
左

記
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

4
月
か
ら
開
始
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制

度（
長
寿
医
療
制
度
）の
財
源
は
、
75
歳
以
上

●国民健康保険税税率表

方
は
国
保
を
脱
退
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
世
帯
員
に

国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
引
き
続
き
世

帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す（
こ
れ
を

擬
制
世
帯
主
と
言
い
ま
す
）。

こ
の
場
合
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

員
分
の
み
を
計
算
し
た
国
保
税
納
税
通
知
書

を
世
帯
主
名
で
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
擬
制

世
帯
主
は
特
別
徴
収
で
き
ま
せ
ん
。

国
保
税
に
は
軽
減
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す

《
低
所
得
世
帯
の
減
額
措
置
》

所
得
の
少
な
い
世
帯
の
税
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
、
国
保
加
入
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び

そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
保
被
保
険
者
の
前
年

度
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
が
、
次
の
場
合

に
は
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
そ
れ
ぞ
れ
減

額
さ
れ
ま
す
。

〇
6
割
軽
減
世
帯

世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
保
加
入

者
の
前
年
度
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
が

33
万
円
以
下
の
世
帯

〇
４
割
軽
減
世
帯

世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
保
加
入

者
の
前
年
度
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

が
、
33
万
円
に
世
帯
主
を
除
く
国
保
加
入

者
が
一
人
に
つ
き
24
万
5
千
円
を
加
算
し

た
額
以
下
の
世
帯

※
総
所
得
金
額
等
に
は
、
国
保
に
加
入
し
て

い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
軽
減
の

判
定
を
行
い
ま
す
。

世
帯
内
の
国
保
加
入
者
が
65
歳
〜
74
歳
ま

で（
世
帯
主
も
含
む
）だ
け
の
世
帯
の
世
帯

主
《
特
別
徴
収
の
対
象
世
帯
だ
が

特
別
徴
収
さ
れ
な
い
場
合
》

次
の
①
お
よ
び
②
に
該
当
す
る
方
は
特
別

徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
年
金
額
が
年
額
18
万
円（
月
額
1
万
5
千

円
）未
満
の
場
合

②
介
護
保
険
料
と
あ
わ
せ
た
国
保
税
額
が
年

金
額
の
2
分
の
1
を
超
え
る
場
合

年
金
か
ら
、
10
月
・
12
月
お
よ
び
翌
年
2

月
の
各
月
に
特
別
徴
収
す
る
国
保
税
額
は
、

原
則
と
し
て
、
平
成
20
年
度
の
国
保
税
額
か

ら
平
成
20
年
9
月
ま
で
の
間
に
納
付
書
等
で

納
め
た
額
を
差
し
引
い
た
国
保
税
を
3
等
分

し
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
な
る
国
保
税
額

の
決
定
通
知
書
は
、
7
月
10
日
に
対
象
と
な

る
納
税
義
務
者
の
み
な
さ
ん
に
納
税
通
知
書

兼
特
別
徴
収
決
定
通
知
書
と
し
て
送
付
し
ま

す
。

国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

7
月
10
日
に
送
付
し
ま
す

国
保
税
納
税
通
知
書
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
世
帯
主
名
で
、
世
帯
分
を
合
算
し
て
通
知

し
ま
す
。

《
75
歳
以
上
の
方
が
世
帯
主
の
場
合
》

後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
）

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
75
歳
以
上
の

の
方
の
負
担
す
る
保
険
料
や
、
国
・
県
・
市

に
よ
る
負
担
の
ほ
か
、
医
療
保
険
に
加
入
す

る
す
べ
て
の
若
年
層
か
ら
の
支
援
金
に
よ
り

ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
国
保
の
加
入
者
に
お
い
て
も
後

期
高
齢
者
支
援
分
が
新
た
に
加
わ
り
、
み
な

さ
ん
の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が

開
始
さ
れ
ま
す

《
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
は
？
》

国
民
健
康
保
険
制
度
で
は
、
納
税
義
務
者

の
み
な
さ
ん
に
、
個
別
に
金
融
機
関
等
の
窓

口
で
お
支
払
い
た
だ
く
手
間
を
省
く
な
ど
の

観
点
か
ら
、
国
保
税
を
年
金
か
ら
直
接
天
引

き
す
る
仕
組
み
を
設
け
、
10
月
15
日
に
支
払

わ
れ
る
年
金
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

《
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対
象
者
》

医療保険分

5.5％

40.0％

19,000円

22,800円



平成19年度 下期財政公表平成19年度 下期財政公表

支出率（％）

97.3

77.0

62.4

81.9

94.8

69.7

51.9

41.9

96.0

88.2

26.9

100.0

0.0

0.0

75.5

予 算 額

129,099

1,481,295

2,194,451

1,784,747

16,481

202,273

129,304

1,048,231

563,954

899,701

65,325

1,980,734

218,786

3,685

10,718,066

収入済額

3,415,611

92,383

17,622

13,562

9,759

269,989

150,900

39,426

19,369

3,001,199

2,818

94,323

125,121

221,311

295,516

27,507

96

36,885

396,974

132,753

0

8,363,124
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科　　　　　目

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

計

科　　　　　目

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

計

平成1 9年度一般会計歳入歳出状況

●歳　入 （20.3.31現在　単位：千円）●歳　出 （20.3.31現在　単位：千円）

市の台所事情 をお知らせします

平
成
19
年
度
下
期

主
な
事
業（
一
般
会
計
）

◎
総
務
費

・
島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

・
Ｊ
Ｒ
四
方
津
駅
駐
輪
場
整
備
事
業

・
生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
助
成
事
業

・
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

◎
民
生
費

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金

◎
衛
生
費

・
市
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業

・
東
部
地
域
広
域
水
道
整
備
事
業

この「財政公表」は、市民のみなさんに上野原市の執行状況をお知らせするために、毎年2回（7月・12月）
定期的に行っているものです。今回は、平成19年度下期の一般会計・特別会計と、平成19年度の病院事業会
計をお知らせします。なお、市の会計（病院事業会計を除く）では、平成19年度出納整理期間（平成20年4月1
日～5月31日まで）が含まれていないため、今回公表する額は決算額とは異なり、収入率、支出率が低いとこ
ろがあります。

支出済額

125,645

1,141,204

1,370,364

1,461,091

15,626

141,085

67,082

439,707

541,141

793,699

17,567

1,980,732

0

0

8,094,943

予 算 額

3,550,394

129,353

17,622

13,562

9,759

269,989

150,900

75,206

19,369

3,001,199

5,545

133,354

128,207

464,815

586,027

38,650

530

515,673

396,974

223,138

987,800

10,718,066

収入率（％）

96.2

71.4

100.0

100.0

100.0 

100.0

100.0

52.4

100.0

100.0

50.8

70.7

97.6

47.6

50.4

71.2

18.1

7.2

100.0

59.5

0.0

78.0
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収入済額

2,239,212

61,796

1,961,169
1,186,810
4,614
147,182
88,844
2,158
305,527

2,786

6,000,098

科　　目
市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

計

●市債目的別現在高　（20.3.31現在　単位：千円）

●住民負担の状況　 （20.3.31現在）

区 分
行 政 財 産
普 通 財 産
土 地 開 発 基 金

計

●市有財産の状況　 （20.3.31現在　単位：m2）

会計別

国民健康保険

（事業勘定）
国民健康保険

（直営診療）
老 人 保 健
介 護 保 険
介護サービス
公共下水道
簡 易 水 道
教育奨励資金
財 産 区
小金沢土室
財産保護組合

計

収入率
（％）

71.3

73.6

83.6
75.4
139.6
18.1
69.8
88.7
98.6

100.1

71.4

支出済額

2,618,877

72,418

2,105,342
1,410,831

896
655,783
95,395

0
50,800

15

7,010,357

支出率
（％）

83.4

86.2

89.8
89.6
27.1
80.8
75.0
0.0
16.4

0.5

83.5

●特別会計歳入歳出状況（20.3.31現在　単位：千円）

区　　　　　　分
1 普 通 債
（1）総 務 債
（2）民 生 債
（3）衛 生 債
（4）農 林 水 産 業 債
（5）商 工 債
（6）土 木 債
（7）消 防 債
（8）教 育 債
2 災 害 復 旧 事 業 債
（1）災 害 復 旧 事 業 債
3 そ の 他
（1）減 収 補 て ん 債
（2）臨 時 財 政 特 例 債
（3）減 税 補 て ん 債
（4）臨 時 税 収 補 て ん 債
（5）臨 時 財 政 対 策 債
（6）合 併 特 例 債

計

1人あたり
57,781円
58,011円
1,608円
6,192円

123,592円

※世帯数　9,988世帯　住民基本台帳登載人口　27,554人

1世帯あたり
159,401円
160,036円
4,435円
17,082円
340,954円

建 物
123,568
907
―

124,475

現 在 高
9,462,128
2,801,453

0
683,734
669,926

0
3,774,360
145,580
1,387,075
68,179
68,179

6,238,694
0

714
847,495
113,733
2,274,327
3,002,425
15,769,001

収入済額（千円）
1,592,091
1,598,443
44,299
170,615
3,405,448

土 地
536,537
164,906
13,536
714,979

予算額

3,140,913

83,993

2,344,508
1,573,787
3,304
811,143
127,260
2,434
309,930

2,783

8,400,055

・
し
尿
処
理
施
設
劣
化
構
造
物
大
規
模
修
繕

事
業

◎
農
林
水
産
業
費

・
た
め
池
等
整
備
事
業

・
林
道
富
士
東
部
線（
南
線
）整
備
事
業
負
担

金
・
相
模
川
上
流
水
源
林
整
備
事
業

・
被
覆
施
設
建
設
事
業
補
助
金
「
や
さ
い
村
」

◎
商
工
費

・
八
重
山
周
辺
整
備
事
業

◎
土
木
費

・
市
道
和
見
線
、
市
道
大
間
々
線
整
備
事
業

・
市
道
桐
ノ
木
線
国
道
横
断
橋
整
備
事
業

・
市
道
小
伏
上
道
線
整
備
事
業

◎
消
防
費

・
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
事
業

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入
事
業

（
2
台
）

◎
教
育
費

・
上
野
原
大
ケ
ヤ
キ
再
生
事
業

・
長
峰
史
跡
公
園
復
旧
事
業

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業（
2
台
）

・
尾
続
地
区
集
会
所
施
設
改
修
事
業
負
担
金

・
棡
原
、
西
原
中
学
校
閉
校
記
念
式
典
補
助

金
◎
災
害
復
旧
費

・
農
地（
6
か
所
）、
林
道（
3
路
線
）、
市
道

（
10
路
線
）、
河
川（
2
か
所
）災
害
復
旧
事

業
●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
財
政
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

市の観光拠点として整備が進む八重山　
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病

院

事

業

会

計

入
院
患
者
は
年
間
延
べ
1
万
4
4
6
3
人（
1
日
平
均
39
人
）で
、
前
年
度
比
で

7
8
6
3
人
減
で
し
た
。
外
来
患
者
は
、
年
間
延
べ
7
万
4
1
0
1
人（
1
日
平

均
302
人
）で
、
前
年
度
比
で
1
万
2
4
2
8
人
減
で
し
た
。
経
理
状
況
は
、
総
収

益
12
億
4
0
7
2
万
9
千
円
、
総
費
用
16
億
8
3
万
円
で
、
3
億
6
0
1
0
万
1

千
円
の
純
損
失
で
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
、
医
業
収
益
は
2
億
9
2
8
4
万
1
千

円（
20
・
9
％
）減
、
医
業
外
収
益
は
1
億
5
4
5
7
万
4
千
円（
53
・
8
％
）
減
、

特
別
利
益
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
医
業
費
用
は
2
億
4
3
0
8
万
9
千
円

（
13
・
5
％
）減
、
医
業
外
費
用
は
6
2
7
万
5
千
円（
13
・
4
％
）減
、
特
別
損
失

は
6
0
1
万
3
千
円
で
し
た
。

器
械
お
よ
び
備
品
整
備
事
業
と
し
て
、
血
液
中
の
血
球
成
分
を
調
べ
る
多
項
目

自
動
血
球
分
析
装
置
、
聴
力
を
検
査
す
る
オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
、
人
工
呼
吸
器
キ
ャ

リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー（
人
工
呼
吸
器
点
検
・
校
正
用
測
定
器
）等
を
購

入
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院（
蕁
62
―

5
1
2
1
）

科 目
1 医業収益（A）
（1）入院収益
（2）外来収益
（3）その他医業収益
2 医業費用（B）
（1）給与費
（2）材料費
（3）経費
（4）その他医業費用
医業利益（A）－（B）＝（C）

3 医業外収益（D）
（1）受取利息配当金
（2）他会計補助金
（3）他会計負担金
（4）患者外給食収益
（5）その他医業外収益
4 医業外費用（E）
（1）支払利息及び企業債取扱諸費
（2）その他医業外費用
経常利益（A＋D）－（B＋E）

5 特別利益
6 特別損失
当年度純利益
前年度繰越利益剰余金
当年度未処分利益剰余金

病院事業損益計算書
（19.4.1～20.3.31 単位：千円）

病院事業貸借対照表
（20.3.31現在　単位：千円）

科 目
1 固定資産
（1）有形固定資産
ア土地
イ償却資産
ウ減価償却累計額

（2）無形固定資産
ア借地権
イ電話加入権

2 流動資産
（1）現金及び預金
（2）未収金
（3）貯蔵品
（4）前払金
3 繰延資産
資産合計
4 固定負債
（1）引当金
5 流動負債
（1）未払金
（2）預り金

負債合計
6 資本金
（1）自己資本金
（2）借入資本金
7 剰余金
（1）資本剰余金
ア国・県補助金
イその他

（2）利益剰余金
ア減債積立金
イ利益積立金
ウ当年度未処分利益剰余金

資本合計
負債・資本合計

▲多項目自動血球分析装置

金 額
1,108,267
399,073
523,790
185,404
1,554,578
949,594
220,731
307,520
76,733

△446,311
132,462
4,464
50,086
74,202
637
3,073
40,239
7,714
32,525

△354,088
0

6,013
△360,101
△219,560
△579,661

金 額
570,751
560,521
1,500

2,270,317
1,711,296
10,230
8,929
1,301

1,408,326
1,207,814
179,907
20,605

0
12,899

1,991,976
28,942
28,942
101,824
94,291
7,533

130,766
2,191,166
2,104,353
86,813

△329,956
241,605
229,055
12,550

△571,561
8,100
0

△579,661
1,861,210
1,991,976
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年
7
月
末
ま
で
）。
免
除
等
の
承
認

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
し

た
期
間
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
の
で（
下
表
参
照
）、
早
め

の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

《
退
職（
失
業
）の
特
例
》

免
除
等
は
、
原
則
と
し
て
ご
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
の
前
年

の
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
方
の
中
で
申
請
す
る
年
度
ま
た

は
前
年
度
に
退
職
し
た
方
は
、
雇
用

保
険
の
受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
等

の
公
的
機
関
の
証
明
を
添
付
す
る
こ

と
で
、
そ
の
方
の
所
得
審
査
が
不
要

と
な
り
ま
す
。

《
申
請
手
続
き
》

印
鑑
と
年
金
手
帳
を
お
持
ち
に
な
り
、
市

民
課
国
保
年
金
担
当
・
秋
山
支
所
お
よ
び
各

出
張
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
が

手
続
で
き
な
い
場
合
は
、
委
任
状
ま
た
は
、

代
理
の
方
の
免
許
証
・
保
険
証
等
も
合
わ
せ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
分
の
免
除
申
請
が
で

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。
保
険
料
の
納
付
を
続
け
る

こ
と
で
、
老
後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基

礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
と
き
に
障

害
基
礎
年
金
や
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取

れ
る
制
度
で
す
。

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料（
月
額
1
万

4
4
1
0
円
）を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
・

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

《
保
険
料
免
除
制
度
》

免
除
に
は
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
4
段

階
の
基
準
額
が
あ
り
ま
す
。
受
け
取
る
年
金

額
も
免
除
の
種
類
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

○
全
額
免
除

免
除
期
間
の
年
金
額
は
3
分
の
1

○
4
分
の
1
納
付（
保
険
料
3
6
0
0
円
）

免
除
期
間
の
年
金
額
は
2
分
の
1

○
2
分
の
1
納
付（
保
険
料
7
2
1
0
円
）

免
除
期
間
の
年
金
額
は
3
分
の
2

○
4
分
の
3
納
付
（
保
険
料
1
万
8
1
0
円
）

免
除
期
間
の
年
金
額
は
6
分
の
5

※
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
各
々
が
所
得

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

基
準
額
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
一
部
納
付
は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納

付
し
な
か
っ
た
場
合
、
一
部
免
除
が
無
効

と
な
り
、
未
納
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
万

が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

間
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

《
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
》

30
歳
未
満
の
方
は
、
世
帯
主
の
所
得
の
多

寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得

審
査
で
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

猶
予
制
度
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

《
追
納
制
度
》

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
例
え
ば
、
平
成
10
年
7
月
分
は
平
成
20

き
る
の
は
、
7
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所（
蕁

22
│

3
8
1
1
）

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
2
）

年　　度

平成10年度の月分

平成11年度の月分

平成12年度の月分

平成13年度の月分

平成14年度の月分

平成15年度の月分

平成16年度の月分

平成17年度の月分

平成18年度の月分

平成19年度の月分

当時の保険料

13,300円
13,300円
13,300円
13,300円
13,300円
13,300円
13,300円
13,580円
13,860円
14,100円

半額免除

－
－
－
－

7,090円
6,980円
6,880円
6,910円
6,930円
7,050円

当時の保険料

（半額）

－
－
－
－

6,650円
6,650円
6,650円
6,790円
6,930円
7,050円

全額免除

16,590円
15,950円
15,320円
14,740円
14,180円
13,970円
13,770円
13,810円
13,860円
14,100円

○免除の承認を受けた年度の保険料を平成20年度に追納する場合の額

※平成17年度分以前の保険料に加算額が上乗せされます。
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第
4
回
上
野
原
市
体
育
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

6
月
1
日
を
中
心
期
日
と
し
て
、
上
野
原
市
内
各
会
場
で
、
第
4
回
上
野
原
市
体

育
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
昨
年
優
勝
の
巌
体
育
会
か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
た
後
、
島
田
体

育
会
の
選
手
に
よ
り
選
手
宣
誓
が
力
強
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
、
各
会
場
で
競
技
が
行
わ
れ
、
全
11
体
育
会
の
代
表
選
手
や
役
員

が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た（
剣
道
・
柔
道
は
オ
ー
プ
ン
競
技
）。
各
競

技
の
結
果
、
総
合
得
点
39
点
を
あ
げ
た
上
野
原
中
部
体
育
会
が
優
勝
旗
を
手
に
し
ま

し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

軟式野球

バドミントン

ソフトテニス

ミニバスケット

ゲートボール

弓　道

ゴルフ

ボウリング

テニス

総合得点

総合順位

地区名

種目
秋
山

西
原

棡
原

上
野
原
西
部

上
野
原
中
部

上
野
原
東
部

島
田

大
鶴巌甲

東
大
目

-

2.5

-

1

-

-

2.5

-

-

-

-

1

2

1

-

10

10

-

-

-

4.5

1

1

1

-

1

-

1

2

3

1

-

15.5

6

1

5

2

2.5

1

1

5

1

-

1

1

5

1

4

4

34.5

2

2.5

-

-

1

-

-

4

-

-

1

-

0

1

5

1

15.5

6

2.5

0

-

1

1

-

1

3

4

3

1

0

1

1

2

20.5

5

4.5

2.5

1

1

2.5

-

1

2

3

2

2

3

5

3

1

33.5

3

4.5

4

3

4.5

5

0

1

5

1

1

5

-

1

1

3

39

1

1

1

-

2.5

2.5

-

2.5

4

2

-

-

4

1

2

5

27.5

4

-

1

-

1

-

-

-

-

5

-

1

1

4

1

-

14

9

-

-

-

-

-

-

1

1

-

-

3

-

1

1

-

7

11

1

-

-

1

4

-

1

1

-

-

4

1

1

1

-

15

8

卓球
男子

女子

ソフト
ボール

一般

壮年

バレー
ボール

男子

婦人
地
　
区
　
対
　
抗

体育祭りの様子
をお伝えします

※得点0は棄権

※各種目の得点は、その種目のエントリー数により異なります。

ミニバスケットボール

バレーボール

軟式野球

開会式選手入場

バドミントン

選手宣誓

ゲートボールソフトテニス
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大
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キ

2
年
目
の
保
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工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
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上
野
原
の
大
ケ
ヤ
キ

2
年
目
の
保
護
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た

上
野
原
市
教
育
委
員
会
は
、
国
指
定
天
然
記
念
物
大
ケ
ヤ
キ
の
保
護
工
事
を
、

平
成
18
年
度
か
ら
4
年
計
画
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
専
門
家
に
よ

る
調
査
で
は
、
樹
勢
は
衰
退
し
て
い
る
も
の
の
、
ケ
ヤ
キ
自
身
が
元
気
に
な
ろ

う
と
す
る
力
は
衰
え
て
い
な
い
た
め
、
土
壌
改
良
な
ど
を
適
切
に
行
な
う
こ
と

で
樹
勢
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
で
き
る
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
2
年
目
に

あ
た
る
19
年
度
は
、
ウ
レ
タ
ン
製
の
覆
い
を
撤
去
し
、
湿
気
で
痛
ん
だ
樹
幹
内

部
を
手
当
て
す
る
な
ど
、
以
下
の
写
真
に
紹
介
す
る
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
大
枝
の
整
形
や
支
柱
を
増
や
す
こ
と
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲幹の空洞を覆っていたウレタンをはずし、通
気を良くしました。内部の土は石やゴミが混
じっていたので良質土に入れ替えました。

▲若い不定根が幹内部（高さ4ｍ）で見つかりま
した。樹木医さんの話では2～3年で着地し、
将来のケヤキを支える根になるそうです。

▲樹木医さんの話では、大枝が重なった部分は折
れる心配があるそうです。安全のため枝を切
って軽くし、支柱で補強する必要があります。

▲ケヤキ柵内の西側を深さ2.5ｍ試掘したとこ
ろ、元気な根が多数見つかりました。今後土
壌を改良して根を維持する必要があります。

▲現在の大ケヤキ（上野原小学校前庭）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）



広報うえのはら　No.41  12

テレビコマーシャルにご注意

ＡＡさん「一時期、テレビコマーシャルで男性と女性の固
定的な役割分担というのが目立って問題になった
ことがありましたね。」

BBさん「たとえばどんなことですか。」
ＡＡさん「洗濯機を回すのは女性、食事の支度をするのは

母親とか。」
BBさん「このごろは、そんなにひどくないのではないで

すか。」
CCさん「それでは、みんなで調べてましょう。」
と、分担してテレビコマーシャルを調べてみました。
特に子どもたちへの影響を考えて、夕方6時から8時
までの時間帯を調査対象にしました。
ＢＢさん「それほど気になることは、ありませんでした。

男女の役割分担についても、男バージョンと女バ
ージョンを作って配慮しているものもありまし
た。」

ＡＡさん「でもよく見ると、まだまだと思えるものがあり
ました。子どものスポーツの試合を応援している

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.23

のは、すべて母親で父親も出てきましたが、画面
で顔が半分に切られていたり、家庭は子どもと母
親で成り立っているような印象を受けました。」

ＢＢさん「母の日の場面だったからではありませんか。」
ＡＡさん「プレゼントするのは男性で、受けるのはみんな

女性なんですよ。」
ＢＢさん「それはＡさんのねたみではありませんか。」
ＡＡさん「それでは、こういうのはどうですか。退職金を

もらって老後の生活を保障するのは夫、妻は喜ん
でいるだけ。家の売買など大きな買い物をするの
は夫、妻は従うだけ。」

ＢＢさん「でも、それが現実なんだから。」
ＣＣさん「夫婦共働きが増えてきているとは言っても、ま

だまだ女性の立場は弱いですよね。賃金でも差別
されていることが多くて。そうした社会の現実か
らかけ離れた映像をつくるとコマーシャルとして
も成功しないし。スポンサーの意識の問題もあり
ますが、それを受け入れてしまう視聴者の側の問
題でもありますよね。」

ＢＢさん「テレビなどの情報をただ受け入れているだけで
は、流されてしまうということですか。」

ＡＡさん「家庭でも意識的に考えていかないと男女共同参
画の社会は作れませんね。」

●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

市
制
施
行
4
周
年

平
成
20
年
市
政
功
労
者
等
表
彰
式

5
月
30
日
、
市
制
施
行
4
周
年
平
成
20
年

市
政
功
労
者
等
表
彰
式
が
も
み
じ
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
上
野
原
市
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

た
次
の
方
々
が
、
奈
良
明
彦
市
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

《
有
功
》

服
部
光
雄
、
長
田
保
、
小
俣
達
男
、

細
川
敏
彦
、
奈
良
和
明

《
功
労
》

内
藤
俊
男
、
小
田
均
、
渡
部
一
雄
、

遠
藤
克
典
、
山
本
雅
人
、
長
田
一
仁
、

石
井
明
宏

《
善
行
》

原
田
正
光
、
和
田
久
雄
、
伊
藤
一
恵
、

根
本
弘
行
、
和
智
和
夫
、
畑
野
登
、

波
多
野
保
男

会
場
の
様
子

▲
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Ｊ
Ｒ
上
野
原
駅
北
口
に

新
し
い
駐
輪
場
が
完
成
し
ま
し
た

長
い
間
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
程
、
Ｊ
Ｒ

上
野
原
駅
北
口
の
新
駐
輪
場
が
完
成
し
ま
し

た
。施

設
出
入
口
に
近
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

「
高
齢
者
・
身
体
障
害
者
等
専
用
駐
輪
ス
ペ

ー
ス
」
と
し
て
、
障
害
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
高
齢
者
の
方
が
優
先
的
に
利
用
で
き
る

駐
輪
場
と
し
て
、
新
た
に
6
月
16
日
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
利
用
の
際
に
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
他
の

利
用
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

駅
周
辺
や
路
上
へ
の
自
転
車
等
の
放
置
は

地
域
の
方
々
の
生
活
に
多
大
な
迷
惑
を
与
え

る
ほ
か
、
街
の
景
観
も
損
な
い
ま
す
。

駐
輪
場
を
利
用
し
て
、
放
置
自
転
車
等
の

な
い
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。な

お
、
仮
設
駐
輪
場
に
つ
い
て
は
6
月
23

日
よ
り
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
4
）

金曜日
両角
村田
中村

毛利

宮川

長坂

村上

岡本（第2・予約）

村上
川村
川村
古屋

松岡
松岡

診療科

内科

小児科
小児心臓外来
脳神経外科

外科

胸部外科
肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科
眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

放射線科

午前・午後

午前

午前
午後
午前

午前

午後
午後
午前
午前
午後
午前
午前
午前
午後
午前
午後
午後

火曜日
櫻林
村田
津久井大

石井

黒田

長坂

相川

相川

井山

水曜日
両角
津久井大
津久井由

二階堂

喜瀬

長坂

村上

村上

戸島
帯包
水越
水越
長尾
長尾

木曜日
村田
津久井由
今村

津久井大（第1・3・5）
山本（第2・4）
海野

角野（第1・予約）
加藤・八木
柴（第1・3・5）
三浦（第2・4）

平良（予約）

大野（第1・2・予約）

可知

《上野原市立病院　外来診療のご案内》　　平成20年7月1日現在

●受付時間 午前8時～11時30分・午後2時～4時
※診療体制については、病院や医師の都合等で変更になることがあります。
●問い合わせ　市立病院（蕁62－5121）

月曜日
両角
小平
梶原

井原（第1・3・5）
津久井由（第2・4）

下山

長坂

村上

村上
柴垣
柴垣
井山
間渕

小林
小林

完成した上野原駅北口駐輪場

▲高齢者・身体障害者専用駐輪スペース



《
金
婚
式
･

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
》

市
で
は
毎
年
、
各
地
区
の
敬
老

会
の
席
上
で
、
金
婚
式
･
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
式
の
対
象
者
に
、
褒

状
･
記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
平
成
20
年
度
対
象
者

◎
金
婚
式

昭
和
33
年
中
に
婚
姻
届
を
提
出

し
て
い
る
ご
夫
婦

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
23
年
中
に
婚
姻
届
を
提
出

し
て
い
る
ご
夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を

提
出
し
て
い
な
く
て
も
、
次
の

場
合
は
該
当
と
し
ま
す
。

◎
金
婚
式

昭
和
34
年
中
に
第
1
子
が
誕
生

し
て
い
る
場
合

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
24
年
中
に
第
1
子
が
誕
生

し
て
い
る
場
合

※
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

《
い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

2
0
0
8
が
開
催
さ
れ
ま
す
》

今
年
も
次
の
日
程
で
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
希

望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

9
月
27
日（
土
）
雨

天
順
延
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
場
所

甲
府
市
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
園

●
競
技
種
目

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
輪
投

げ
等

●
申
込
み
締
切

8
月
4
日（
月
）

《
山
梨
県
介
護
慰
労
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
》

山
梨
県
で
は
次
の
要
件
に
該
当

す
る
方
に
対
し
て
年
額
3
万
円
の

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

①
今
年
4
月
1
日
ま
で
の
過
去
1

年
間
に
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方（
年
間

1
週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
利
用
を
除
く
）で
、
現
に

寝
た
き
り
高
齢
者
や
認
知
症
の

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方

②
上
野
原
市
の
家
族
介
護
慰
労
金

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

●
申
込
み
締
切

7
月
15
日（
火
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当（
蕁

62
│

4
1
3
3
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広報うえのはら　No.41  14

ろ
ま
で
に
は
起
き
て
、
朝
の
光
を

浴
び
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

親
の
生
活
習
慣
は
、
そ
の
ま
ま

子
ど
も
に
影
響
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
乳
幼
児
期
か
ら
夜
更
か
し

の
習
慣
を
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

早
寝
早
起
き
の
す
す
め

子
ど
も
が
早
く
寝
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
早
く
寝
か
そ
う
と
あ
せ

る
よ
り
、
朝
し
っ
か
り
起
こ
し
て
、

昼
間
は
十
分
に
活
動
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
夜
は
寝
る
直
前
ま
で
テ

レ
ビ
な
ど
を
観
る
こ
と
や
、
熱
い

お
風
呂
に
入
る
こ
と
は
避
け
ま
し

ょ
う
。
寝
室
は
電
気
を
消
し
て
、

室
温
を
調
節
し
、
眠
り
や
す
い
環

境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

早
寝
早
起
き
は
子
ど
も
だ
け
で

な
く
大
人
に
と
っ
て
も
大
事
な
こ

と
で
す
。
何
か
と
忙
し
い
毎
日
だ

と
思
い
ま
す
が
、
家
族
一
緒
に
早

寝
早
起
き
の
生
活
を
習
慣
に
し

て
、
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
成
長
と
睡
眠

睡
眠
は
、
人
間
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
た
だ
眠
れ

ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

平
成
19
年
度
上
野
原
市
の
健
診

結
果
で
は
、
1
歳
6
か
月
児
健
診

で
77
・
8
％
、
3
歳
児
健
診
で
は

92
・
4
％
の
子
ど
も
が
、
夜
9
時

以
降
に
就
寝
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
に
夜
更
か
し
を
続

け
、
登
園
・
登
校
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
睡
眠
不
足
に
な
り
体
調
不

良
を
起
こ
し
、
子
ど
も
の
成
長
、

発
達
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
は
、
睡
眠
の
重
要
性
を
知
り
、

子
ど
も
が
睡
眠
を
十
分
取
れ
る
よ

う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
関
係
す
る

3
つ
の
ホ
ル
モ
ン

睡
眠
時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ル

モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
中
で
も

子
ど
も
の
成
長
に
必
要
な
ホ
ル
モ

ン
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
成
長
ホ
ル
モ
ン

骨
や
筋
肉
を

作
っ
た
り
、
脳
を
発
達
さ
せ
た

り
す
る
働
き
を
し
ま
す
。

こ
れ
が
も
っ
と
も
活
発
に
分
泌

す
る
の
は
、
午
後
10
時
〜
午
前

2
時
ご
ろ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
メ
ラ
ト
ニ
ン

眠
気
を
促
す
ホ

ル
モ
ン
で
、
老
化
防
止
や
抗
が

ん
作
用
が
あ
り
ま
す
。

昼
間
た
っ
ぷ
り
光
を
浴
び
る
こ

と
で
睡
眠
中
の
分
泌
量
が
増
え

ま
す
。
朝
の
光
を
浴
び
て
か
ら

約
14
時
間
後
に
分
泌
さ
れ
は
じ

め
ま
す
。

●
セ
ロ
ト
ニ
ン

脳
内
の
神
経
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
の
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
睡
眠
不
足

に
な
る
と
働
き
が
悪
く
な
り
、

精
神
的
に
不
安
定
な
状
態
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ホ
ル
モ
ン
の
働
き

を
考
え
る
と
、
遅
く
て
も
午
後
9

時
ま
で
に
は
眠
り
、
午
前
7
時
ご



7月4日（金）、8月1日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（7/1～8/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の長寿（後期高齢者）医療制
度の被保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申し込みください。

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各

施設へお問い合わせください。

※受診の際は必ず保険証をお持ちください。

※人間ドック受診者も特定健診を受診したとみな

されるため、健診結果が検査機関から市に提出

されることにご同意ください。

※健診結果から特定保健指導を希望される方は保

健担当へお問い合わせください。

※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診

は、同年度中に重複して受診することができま

せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を

全額実費負担することになりますので、ご注意

ください。不明な点は保健担当へお問い合わせ

ください。

★予防接種予診票の変更
平成20年4月から、予防接種で使用する予診票の

様式が変更となりました。まだ新しい予診票に交
換していない方は、母子健康手帳を持参し、保健
センターまでお越しください。

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

3～4か月児
9～10か月児

1歳6か月児

3歳児健診
2 歳 児
歯 科 健 診
幼 児
歯 科 検 診

★すこやか健康相談（7/1～8/10までの予定）

※糖尿病が気になる方の健康相談を希望される方
は、電話等で前日までにご連絡ください。当日
は空腹時の血糖を測定するため、朝食は食べな
いようにしてください（湯茶は可）。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円（料金が変更になりました）
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 武者医院・大月市立中央病院（大月市）

磯部医院・都留市立病院（都留市）
※県内の他の医療機関を希望される方は保健担当
へお問い合わせください。
◎申込み期限　平成21年1月30日（金）まで
※保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 7月28日（月）予約制となります。
◎スタッフ　心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※7月1日（火）は健診事業のため中止します。

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物 健康手帳（持ってない方には当日交付します）

午前10：00～10：15
市内に住民登録のあ
る方で糖尿病が気に
なる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

15 広報うえのはら　平成20年7月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

7 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

該当児
平成20年3月16日～4月生
平成19年8月16日～9月生まれ
平成18年12月～
平成19年1月15日生まれ
平成17年2月16日～3月生まれ
平成18年4月～5月15日生まれ
平成18年5月16日～6月生まれ
平成18年12月～平成19年2月生
平成17年4月～6月生まれ

実施日
8月 8日（金）
7月11日（金）

7月24日（木）

8月 7日（木）
7月16日
（水）
7月16日
（水）

午前
午後
午前
午後



証
明
書（
建
築
士
、
指
定
確
認

検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
が
発
行
し
た
も

の
）

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を

開
始
し
ま
す

神
奈
川
県
企
業
庁
で
は
、
次
の

と
お
り
今
年
度
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

工
事
に
伴
い
発
生
す
る
騒
音
、

粉
塵
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
、
工
事
期
間
中

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
工
事
名

相
模
貯
水
池
堆
積
土

砂
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

●
内
容

堆
積
土
砂
掘
削
・
運

搬
・
仮
置
き
・
搬
出
の
各
作
業

（
し
ゅ
ん
せ
つ
量
は
、
25
万
裙

の
予
定
で
す
）

●
場
所

島
田
地
区
の
桂
川（
桂

川
橋
下
流
）

●
期
間

平
成
20
年
7
月
〜
平
成

21
年
3
月
末
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

神
奈
川
県
企
業

庁
相
模
川
水
系
ダ
ム
管
理
事
務

所
相
模
ダ
ム
管
理
所（
蕁
0
4

2
―

6
8
4
―

3
5
2
1
）

に
改
修
さ
れ
た
住
宅（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）

■
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
要
件

次
の
工
事
で
、
費
用
が
30
万
円

以
上
の
も
の
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

①
窓
の
改
修
工
事

②
窓
の
改
修
工
事
と
併
せ
て
行

う
、
床
・
天
井
ま
た
は
壁
の
断

熱
工
事（
外
気
等
と
接
す
る
も

の
の
工
事
に
限
る
）

※
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置

お
よ
び
住
宅
耐
震
改
修
に
係
る

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

■
減
額
割
合

翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
が
3

分
の
1
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
減
額
の
範
囲

一
戸
当
た
り
120
㎡
相
当
分
ま
で

が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
方
法

改
修
後
3
か
月
以
内
に
省
エ
ネ

改
修
に
係
る
固
定
資
産
税
減
額

申
告
書
に
、
次
の
書
類
を
添
付

し
て
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
工
事
明
細
書

②
改
修
工
事
箇
所
の
写
真（
改
修

前
・
改
修
後
）

③
領
収
書

④
改
修
後
の
部
位
が
省
エ
ネ
基
準

に
適
す
る
こ
と
と
な
っ
た
旨
の

て
、
守
秘
義
務
の
も
と
み
な
さ
ん

か
ら
受
け
た
相
談
内
容
の
秘
密
を

守
り
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支
援
活
動

を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
域
に

も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
い
ま
す
。
子
育
て
の

こ
と
、
学
校
の
こ
と
、
介
護
の
こ

と
、
経
済
的
な
こ
と
な
ど
お
近
く

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
相
談

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

お
住
ま
い
地
域
を
担
当
し
て
い

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
連

絡
先
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）ま

た
は
社
会
福
祉
協
議
会（
蕁
63
―

0
0
0
2
）

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

《
熱
損
防
止（
省
エ
ネ
）

改
修
に
伴
う
減
額
措
置
》

既
存
住
宅
に
お
い
て
、
一
定
の

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場

合
、
固
定
資
産
税
が
減
額
す
る
措

置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
対
象
家
屋
の
要
件

平
成
20
年
1
月
1
日
に
存
在

し
、
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
申
込
み
締
切

7
月
21
日（
祝
）

ま
で

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防

署（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
を
ご
存
知
で
す

か
？民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
た
り

悩
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
相
談
で
き

る
相
手
の
ひ
と
り
で
す
。
地
域
住

民
の
一
員
と
し
て
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
生
活
し
な
が
ら
、
み
な
さ
ん

の
立
場
に
立
っ
て
心
配
ご
と
や
困

っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
と
は
、

福
祉
事
務
所
や
学
校
等
と
連
携
を

図
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
非
行

防
止
や
健
全
育
成
活
動
等
、
子
ど

も
の
福
祉
に
関
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
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広
げ
よ
う
救
命
の
輪（
応
急

手
当
講
習
会
の
お
知
ら
せ
）

あ
な
た
の
目
の
前
で
突
然
意
識

を
な
く
し
た
人
や
心
肺
停
止
に
陥

っ
た
人
に
出
会
っ
た
場
合
、
一
刻

も
早
く
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
応
急
手

当
を
行
う
人
こ
そ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
で
す
。

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
講
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
講

習
を
受
講
し
て
、
応
急
手
当
の
正

し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

み
ん
な
で
救
命
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

救
命
講
習
は
、
全
国
の
消
防
本

部
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

実
施
し
て
い
る
講
習
で
す
。
講
習

修
了
後
に
は
、
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

●
日
時

7
月
26
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心



者
の
た
め
に
利
用
で
き
る
よ
う
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
救
急
車
で
病
院
に
行
け
ば
優

先
的
に
診
察
し
て
も
ら
え
る
。
救

急
車
は
無
料
だ
か
ら
…
」
等
の
理

由
で
救
急
車
を
利
用
す
る
と
、
本

当
に
必
要
と
し
て
い
る
傷
病
者
へ

の
適
切
な
救
命
処
置
等
が
遅
れ
、

「
救
え
る
命
」
が
救
え
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
へ

い
け
る
場
合
は
、
自
家
用
車
や
他

の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
署（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

文
化
財
展
示
の
ご
案
内

市
教
育
委
員
会
で
は
、
江
戸
時

代
の
高
札

こ
う
さ
つ（

現
在
の
掲
示
板
）を
次

の
日
程
で
展
示
し
ま
す
。

展
示
す
る
高
札

こ
う
さ
つ

は
、
旧
甲
州
街

道
鶴
川
宿
の
旧
家
に
残
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
当
時
の
社
会
を
知
る

う
え
で
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
資

料
保
護
の
た
め
期
間
限
定
の
公
開

に
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
展
示
場
所

市
役
所
1
階
会
計

課
横
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

《
優
勝
》

石
井
夏
希

《
準
優
勝
》
細
川
桂
一

《
3
位
》

杉
本
光

青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
市
民
大
会
開
催

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
「
第
4
回
青
少
年
の
非
行
問

題
に
取
り
組
む
市
民
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

《
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

き
び
し
さ
と
、
や
さ
し
さ
で
摘

む
、
非
行
の
芽
『
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
む
』

●
日
時

7
月
27
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜（
1
時
か
ら
受
付
開

始
し
ま
す
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

社
会
へ
の
提
言（
中
学

生
、
高
校
生
に
よ
る
意
見
発
表
）

●
記
念
講
演
「
こ
の
時
代
を
生
き

ゆ
く
子
ど
も
達
」

・
講
師
　
新
藤
京
子
先
生

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

命
に
か
か
わ
る
お
願
い
で
す

救
急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
救
急

車
で
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る
傷
病

●
日
程

《
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
高
札
》

7
月
1
日（
火
）〜
15
日（
火
）

《
鶴
川
渡
し
場
の
高
札
》

7
月
16
日（
水
）〜
31
日（
木
）

い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

30
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

放
送
大
学
で
は
、
平
成
20
年
度

第
2
学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

5
月
27
日
、
秋
山
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
市
ゴ
ル
フ
連

盟
主
催
に
よ
る
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ

ル
フ
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
の
結
果
、
成
績
上

位
者
の
中
か
ら
7
人
の
方
が
市
代

表
と
し
て
、
県
体
育
祭
り
に
出
場

し
ま
す
。

【
大
会
結
果
】（
敬
省
略
）

●
グ
ロ
ス
の
部

《
優
勝
》

石
井
夏
希

《
準
優
勝
》
森
屋
智
之

《
3
位
》

長
田
章

●
新
ペ
リ
ア
の
部
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ねんきん特別便相談会

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

10日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
27日
午前 9：00 ～ 　　正　午

10日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

午前 8：30 ～ 午後 4：00
63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

25日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

7月の相談日

1日 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

市役所会議室A・

・25日  

市役所会議室A

15日 

（祝日除く）

（祝日を除く）

（祝日除く）

もみじホール
3階会議室7

（祝日を除く）

8月7日・

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

●
出
願
期
間

8
月
31
日（
日
）

ま
で

※
資
料
の
請
求
は
放
送
大
学
山
梨

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

●
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
山
梨

学
習
セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5
5
―

2

5
1
―

2
2
3
8
）

市町村振興宝くじ

ササマージャンボ宝くじ
☆1等・前後賞あわせて3億円☆
●発売期間　7月14日（月）～8月1日（金）
●抽せん日　8月12日（火）
※この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよ
い街づくりに使われます。



持
っ
て
お
互
い
に
支
え
合
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

地
域
を
つ
く
る
推
進
機
運
が
定
着

し
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

「
上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
」

参
加
者
募
集

「
上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
」

実
行
委
員
会
で
は
、
市
民
が
文
化

芸
術
に
触
れ
、
地
域
の
演
芸
・
演

奏
・
演
舞
等
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
を

掘
り
起
こ
し
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
形
成
と
福
祉
活
動
に
貢
献
す

る
事
を
目
的
に
「
上
野
原
み
ん
な

の
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

10
月
19
日（
日
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
者
の
個
人
お
よ
び
団
体
の

ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
ま
す
。

●
募
集
演
目

歌
、
踊
り
、
楽
器

演
奏
、
演
劇
、
朗
読
な
ど
、
舞

台
で
出
演
で
き
る
多
く
の
ジ
ャ

ン
ル
を
募
集
し
ま
す
。

●
発
表
時
間

20
分
以
内（
舞
台

セ
ッ
ト
か
ら
撤
収
ま
で
）

●
参
加
費
用

1
人
千
円

●
申
込
み
方
法

7
月
31
日
（
木
）

（
必
着
）ま
で
に
、
市
教
育
委
員

会
に
設
置
の
受
付
箱
に
提
出

大
村
治
子
、
白
鳥
秋
子

《
西
原
地
区
》

舩
木
か
つ
子
、
舩
木
貴
子

《
秋
山
地
区
》

関
戸
廣
保
、
杉
本
喜
重
、

原
田
順
子

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
運
動
月
間
で
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

第
58
回
と
な
る
本
年
度
は
、
運

動
の
重
点
目
標
を
「
犯
罪
・
非
行

の
防
止
と
更
生
の
援
助
の
た
め
、

地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
求
め

る
」
と
定
め
、「
防
ご
う
犯
罪
と

非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り
」
を

統
一
標
語
に
掲
げ
、
市
で
も
上
野

原
地
区
実
施
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
、
こ
の
間
に
学
校
訪
問
や
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
、
駅
で
の
宣
伝
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
連
携
や

家
族
の
絆
を
深
め
、
夢
や
希
望
を
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「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な課

題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしていま
すので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむ

ね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課政策推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

7月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、7月29日（火）午前9時から11時です。

（
秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張
所

に
提
出
も
可
能
）

●
申
込
み
用
紙
配
布
場
所

市
教

育
委
員
会
、
秋
山
支
所
お
よ
び

各
出
張
所
、
図
書
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
市
民
プ
ー
ル
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
出
演
者
決
定

8
月
中
旬
ま
で

に
実
行
委
員
か
ら
代
表
者
に
通

知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

音
響
、
照
明
等
の
機

材
は
ホ
ー
ル
備
え
付
け
の
も
の

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
援
　
上
野
原
市
教
育
委
員
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
上
野

原
2
1
6
2
―

1
4
「

上
野
原
み

ん
な
の
発
表
会
」
実
行
委
員
長

高
橋
茂
（
蕁
・
蕭
62
―

4
5
4

6
）

広
報
モ
ニ
タ
ー
を

委
嘱
し
ま
し
た

市
で
は
、「
広
報
う
え
の
は
ら
」

を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
読
ま
れ
、

利
用
さ
れ
る
広
報
と
す
る
た
め

に
、
市
民
の
意
見
や
批
判
を
得
る

機
会
と
し
て
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

5
月
29
日
に
各
地
区
か
ら
の
20

名
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
、

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
は
、
平
成

22
年
3
月
31
日
ま
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
市
役
所
を
結
ぶ
架
け
橋

と
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

委
嘱
し
ま
し
た
モ
ニ
タ
ー
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

《
大
目
地
区
》

水
越
享
子
、
水
越
千
秋

《
甲
東
地
区
》

和
智
正
子
、
志
村
美
智
子

《
巌
地
区
》

有
井
結
花
、
宮
田
真
理

《
大
鶴
地
区
》

菊
地
律
子
、
市
川
紀
代
美

《
島
田
地
区
》

佐
藤
稔
、
中
野
和
美

《
上
野
原
地
区
》

櫻
井
志
津
子
、
青
柳
和
美
、

佐
藤
恭
子

《
棡
原
地
区
》



●
問
い
合
わ
せ

県
森
林
環
境
部

環
境
創
造
課（
蕁
0
5
5
―

2
2

3
―

1
5
0
6
）ま
た
は
市
生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

山
梨
県
で
は
、
統
計
グ
ラ
フ
の

作
成
を
通
し
て
、
統
計
を
活
用
し
、

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、「
第
56

回
山
梨
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

あ
な
た
の
作
品
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
県
民
の
み
な
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ふ
る
っ
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
小
学

生
以
上

・
第
1
部
　
小
学
校
1
・
2
年
生

・
第
2
部
　
小
学
校
3
・
4
年
生

・
第
3
部
　
小
学
校
5
・
6
年
生

・
第
4
部
　
中
学
生

・
第
5
部
　
高
校
以
上
の
生
徒
・

学
生
、
一
般
の
方

・
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

小
学
生
以
上

●
応
募
要
領

・
課
題
は
各
部
門
と
も
自
由
で
す

が
、
小
学
校
4
年
生
以
下
の
児

童
に
つ
い
て
は
、
自
ら
観
察
ま

た
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ

に
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

19 広報うえのはら　平成20年7月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

消
防
設
備
士
試
験
案
内

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部
で
は
、
平
成
20
年
度

消
防
設
備
士
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

●
種
類

甲
種
・
乙
種（
全
類
）

●
日
時

8
月
24
日（
日
）

●
試
験
会
場

山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
願
書
受
付
期
間

7
月
1
日

（
火
）〜
15
日（
火
）（
土
・
日
を

除
く
）

●
受
付
場
所

消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
梨
県
支
部（
郵
送
可
）

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）ま

た
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部（
蕁
0
5
5
―

2
2

7
―

6
0
3
9
）

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
が
中
止

と
な
り
ま
し
た

山
梨
県
ノ
ー
レ
ジ
袋
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

と
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
環

境
に
配
慮
し
た
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、
次
世
代

に
よ
り
よ
い
環
境
を
引
き
継
ぐ
こ

と
を
目
指
し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
6
月
30
日
を

目
処
に
県
内
の
主
な
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
の
レ
ジ
袋
の
無
料
配

布
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市

内
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
す
で
に
昨

年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
㈱
公

正
屋（
上
野
原
店
・
コ
モ
ア
し
お

つ
店
）を
は
じ
め
、
㈱
日
向
・
㈱

オ
ギ
ノ
の
3
事
業
者
か
ら
ご
賛
同

い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
推
進
に
ご
理
解
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
店
舗
へ
出
向
く
際

は
マ
イ
バ
ッ
ク
等
の
持
参
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
大
き
さ
は
、
B
2
版
と

し
ま
す
。

・
紙
質
、
色
あ
い
は
自
由
で
す
が
、

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、
表
面
の
セ
ロ

ハ
ン
カ
バ
ー
等
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法

県
企
画
部
統
計
調

査
課
あ
て
に
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
統
計
調
査
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
応
募
者
全
員
に
、
参
加
賞
を
贈

西
原
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
「
び
り
ゅ
う
館
運
営
委
員
会
」
で
は
、

「
夏
祭
り
＆
か
か
し
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
　
き：

8
月
10
日（
日
）

●
と
こ
ろ：

羽
置
の
里
「
び
り
ゅ
う
館
」

●
内
　
容：

イ
ベ
ン
ト
広
場（
歌
謡
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）・
各
種
出

店
・
食
堂
の
部
・
売
店
の
部
・
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
等

◆
出
店
希
望
者
大
募
集
！

出
店
希
望
者
は
西
原
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
お
よ
び
び
り
ゅ
う
館
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
か
か
し
募
集
！

「
夏
祭
り
＆
か
か
し
祭
り
」
で
は
、「
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
ま

す
。
と
き
の
話
題
の
人
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
か
か
し
」
を
募
集
し
ま
す
。

作
品
は
7
月
15
日（
火
）ま
で
に
、
西
原
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
お
よ
び

び
り
ゅ
う
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
西
原
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
事
務
局（
西
原
出
張
所
蕁
68
―

2
0
0
2
）

・
び
り
ゅ
う
館（
蕁
68
―

2
1
0
0
）

り
ま
す
。

※
優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
し

ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.pref.yam
anashi.jp

/toukei/etc/gracon_h20.htm
l

●
応
募
締
切

9
月
5
日（
金
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

県
企
画

部
統
計
調
査
課（
甲
府
市
丸
の

内
1
―

6
―

1
蕁
0
5
5
―

2
2

3
―

1
3
4
4
）

「
夏
祭
り
＆
か
か
し
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す

●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●

77月子育てプレイルームのお知らせ
●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●

●日時 7月9日（水）・23日（水）午前9時～正午
●場所 もみじホール2階会議室2
●申込み・問い合わせ 福祉課子育て
支援担当（蕁62ｰ3115）

※初めての方は事前にお申し込みください。
※親子が遊べる場所、情報交換の場所と
してお気軽にご利用ください。
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上
野
原
高
校
で
パ
ソ
コ
ン

講
座
を
開
催
し
ま
す

県
立
上
野
原
高
等
学
校
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
を
対
象
と
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

8
月
2
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

県
立
上
野
原
高
等
学
校

パ
ソ
コ
ン
教
室

●
講
座
内
容

・
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
情
報
収
集
〜
検
索
の
コ
ツ

〜
」

・
「
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
を
用
い

た
文
書
作
成
の
た
め
の
基
本
操

作
」

●
対
象
者

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初

心
者
の
成
人
の
方（
基
本
的
な

操
作
か
ら
説
明
し
ま
す
）

●
募
集
人
数

30
名
程
度（
先
着

順
）

●
担
当
講
師

上
野
原
高
等
学
校

教
員

●
申
込
み
方
法

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記

入
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
返
信
用
は
が
き
に
て
ご
連
絡

し
ま
す
）。

●
申
込
み
先

〒
4
0
9
│

0
1

3
3
上
野
原
市
八
ツ
沢
5
5
5

県
立
上
野
原
高
等
学
校
　
担
当

中
村
智
司

●
申
込
み
締
切

7
月
17
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

県
立
上
野
原
高

等
学
校（
蕁
62
―

4
5
1
0
）

大
鶴
楽
生
園
で
は

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
大
鶴
楽

生
園
で
は
、
次
の
と
お
り
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種

支
援
員（
介
護
職

員
）

●
募
集
人
員

若
干
名

●
資
格
等

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2

級
程
度
、
ま
た
は
介
護
施
設
の

勤
務
経
験
が
あ
る
等
、
介
護
に

熱
意
の
あ
る
方

●
勤
務
日
数

週
5
日（
シ
フ
ト

勤
務
に
よ
る
）

●
勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分（
シ
フ
ト
勤
務

に
よ
る
。
休
憩
1
時
間
）

●
給
与

山
梨
県
東
部
広
域
連
合

規
程
に
基
づ
き
支
給（
交
通
費

支
給
）

※
健
康
保
険
・
雇
用
保
険
・
厚
生

年
金
　
適
用
あ
り

●
申
込
み
方
法

履
歴
書（
資
格

等
の
写
し
添
付
）を
持
参
し
て

大
鶴
楽
生
園
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
そ
の
他
夜
勤
支
援
員
等（
週
1

〜
2
日
勤
務
）も
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

大
鶴
楽
生
園

（
蕁
63
│

0
9
7
1
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3
水
曜
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
、

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

7
月
16
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
問
い
合
わ
せ

ド
リ
ー
ム
宝

小
林（
蕁
23
―

0
4
6
0
）

市
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
制
度

市
で
は
、
消
防
団
活
動
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
に
対

し
、「
上
野
原
市
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
証
制
度
」
を
発
足
し
ま

し
た
。

こ
の
制
度
は
、
従
業
員
と
し
て

消
防
団
員
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

所
が
、
勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活

動
を
理
解
・
支
援
し
、
事
業
所
と

し
て
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い

る
よ
う
な
場
合
に
、
事
業
主
か
ら

の
申
請
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
す
。

㈱
光
電
製
作
所
は
、
こ
の
趣
旨

を
理
解
し
申
請
さ
れ
、
調
査
の
結

果
、
5
月
に
市
内
初
の
協
力
事
業

所
と
し
て
認
定
さ
れ
、
表
示
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
の

み
な
さ
ん
の
多
く
の
申
請
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
消

防
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
庶

務
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

《開放ゴルフ参加者募集》
市内ゴルフ場にご協力をいただき、市民の開放ゴルフを次
の日程で実施します。
●実 施 日 8月19日（火）・22日（金）・26日（火）

午前8時42分～9時10分
●場　　所 メイプルポイントゴルフクラブ
●参 加 費 15,700円（キャディ付き4バック1ラウンド、利用

税・消費税・食事含む）
3バックの場合は1,050円増、セルフ（4バック）の場
合は3,150円減、2バック不可

●申込み資格
・市内に住所または勤務先がある方（当日証明できるものを持参
してください）。
・ゴルフ場の規約、マナーを遵守できる方
●申込み方法 １組（3名以上）単位以上で「市民開放ゴルフ参加」

としてゴルフ場に直接お申し込みください。
●申込み期間 プレー日の前日まで
●定　　員 各日とも5組まで先着順
●スタート時間 申込み時にゴルフ場へご確認ください。
●申込み・問い合わせ　
メイプルポイントゴルフクラブ（蕁63－6311）

山口団長より㈱光電製作所へ
表示証が交付されました
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

山
梨
県
立
盲
学
校
か
ら

お
知
ら
せ

《
夏
の
E
ｙ
ｅ愛

ひ
と
み
相
談
会
》

県
立
盲
学
校
で
は
、
夏
の
E
y

e
愛
ひ
と
み
相
談
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん

で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題
が
あ
る

お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先

生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
場
所
お
よ
び
日
程

・
県
立
盲
学
校（
甲
府
市
）
7
月

5
日（
土
）、
8
月
24
日（
日
）

・
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校（
大

月
市
）
7
月
6
日（
日
）

・
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校

（
富
士
河
口
湖
町
）
8
月
23
日

（
土
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
会
場
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
本
校
へ
の
就
学
相
談
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
相
談
費
用

無
料

●
申
込
み
方
法

前
日
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
ま
で

《
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
》

県
立
盲
学
校
で
は
、
次
の
と
お

り
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
県
内
の「
見
え
方
」に
心
配
の

あ
る
お
子
さ
ん
か
ら
成
人
の
み
な

さ
ん
、
保
護
者
、
支
援
を
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
を
対
象
に
グ
ル
ー
プ

広
　
　
告

ご
と
に
活
動
を
用
意
し
ま
し
た
。

同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と
話
を
し
た

り
、
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
い
機

会
で
す
。
ま
た
、
同
じ
日
に
視
覚

障
害
に
関
わ
る
便
利
グ
ッ
ズ
や
視

覚
補
助
具（
拡
大
読
書
器
、
弱
視

レ
ン
ズ
等
）、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

な
ど
の
展
示
も
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
場
所
お
よ
び
日
程

・
県
立
盲
学
校（
甲
府
市
）
7
月

20
日（
日
）

●
受
付

午
前
9
時
30
分
〜
45
分

●
内
容

《
グ
ル
ー
プ
活
動（
体
験
遊
び
・

学
習
活
動
・
講
演
会
な
ど
）
》

・
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時

30
分

《
機
器
展
示
会
お
よ
び
盲
人
用
ロ

ボ
ッ
ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
》

・
時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

2
時
30
分

●
申
込
み
方
法
　
グ
ル
ー
プ
活
動

の
参
加
希
望
に
つ
い
て
は
、
前

日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

平
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5

5
―

2
2
6
―

3
3
6
1
・
蕭
0

5
5
―

2
2
6
―

3
3
6
2
）

損
害
保
険
に
関
す
る

無
料
相
談

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
方
の
相
談（
自

賠
責
保
険
、
任
意
の
自
動
車
保
険

の
内
容
、
保
険
金
請
求
手
続
き
等
）

を
無
料
で
専
門
の
相
談
員
が
受
け

て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
関
す
る
損
害
保
険

の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
次
の
相

談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
相
談
窓
口

甲
府
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
　
甲
府
市

丸
の
内
3
―

1
―

6（
蕁
0
5
5
―

2
2
8
―

8
3
3
5
）

●
相
談
日

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
5
時

蜂
の
巣
取
り
の
防
護
服
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
個
人
の
住
宅
や
植
木

な
ど
に
作
ら
れ
た
蜂
の
巣
を
取
り

除
く
た
め
の
防
護
服
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

防
護
服
の
利
用
を
希
望
す
る
方

は
、
電
話
等
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
貸
出
期
間
は
、
2
〜
3
日

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

上野原市商工会では6月11日に清掃
活動を行いました。
この日は、商工会青年部や女性部
など約20名が参加し、上野原市役所
前庭駐車場の草むしりや、甲武トン
ネルに設置してある看板の清掃など
を行いました。
この活動は、6月10日の商工会の日
に合わせ毎年行われています。

上野原市商工会では
清掃活動を行いました

広告募集中
募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一定の制限を設けています。
広告の募集は、上野原市有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月　
●応募・問い合わせ
企画課政策推進担当（蕁62－3118）

広告募集中



甲
東
地
区

白
倉
蓮
夏

れ
ん
か（

悠
輔
）、
牧
野
美
桜

み

お

（
剛
）

巌
地
区

江
藤
千
桜

ち
は
る

（
茂
）

島
田
地
区

志
村
琴
彩

こ
と
あ

（
誠
司
）

上
野
原
地
区

石
井
陽
昇

あ
さ
ひ

（
弘
貴
）、
奈
良
優
磨

ゆ
う
ま

（
公
雄
）、
高
橋
瞬し

ゅ
ん（

伸
二
）、
佐
藤

琉
香

る

か（
和
広
）、
鈴
木
万
理

ま

り（
葉
可
雄
）

上
野
原
地
区

網
野
光
善
＝
橋
爪
優

棡
原
地
区

山
口
和
重
＝
小
野
敦
子

婚

姻

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
5
月
中
届
出
分
＝

広報うえのはら　No.41  22

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

骨
髄
バ
ン
ク

ド
ナ
ー
登
録
の
お
願
い

日
本
で
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し

て
い
る
ド
ナ
ー
登
録
者
は
30
万
人

を
超
え
ま
し
た
が
、
骨
髄
移
植
を

受
け
ら
れ
る
割
合
は
未
だ
6
割
弱

に
と
ど
ま
り
、
多
く
の
方
が
骨
髄

移
植
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救

う
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
は
、
富
士
・
東
部

保
健
所
で
骨
髄
バ
ン
ク
の
説
明
と

意
思
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
登
録
を
承
諾
さ
れ
た
場
合
は
、

2
㏄
の
採
血
を
し
、
30
分
程
度
で

終
了
し
ま
す
。

※
登
録
の
際
は
事
前
に
電
話
で
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
人
》

・
年
令
が
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の

健
康
な
人
で
、
骨
髄
提
供
の
内

容
を
十
分
理
解
し
た
人

・
体
重
が
男
性
45
㎏
、
女
性
40
㎏

以
上
の
人

●
登
録
受
付
先
・
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課（
蕁
0
5
5
5
―

24

―

9
0
3
5
）

難
病
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
受
付

原
因
が
不
明
で
治
療
方
法
が
確

立
し
て
い
な
い
病
気
を
難
病
と
い

い
ま
す
。

難
病
の
う
ち
、
治
療
が
困
難
で

病
状
が
長
期
に
わ
た
り
、
経
済

的
・
身
体
的
・
精
神
的
な
負
担
の

大
き
い
疾
病
45
疾
患
を
、
国
で
は

特
定
疾
患
と
し
て
指
定
し
て
い
ま

す
。特

定
疾
患
に
認
定
さ
れ
、「
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
の
交
付

を
受
け
る
と
、
治
療
に
か
か
っ
た

費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
、
患
者

さ
ん
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
助
成
は
病
気
の
重
症

度
、
所
得
額
等
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
。
初
め
て
の
方
は
主
治
医
の

先
生
に
ご
相
談
の
う
え
、
富
士
・

東
部
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
申
請
用
紙
は
富
士
・
東
部
保

健
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
療
養
生
活
に
関
す
る
こ

と
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
4
）

伝
　
　
言
　
　
板

棡原地区 鷹取　愛奈
あ い な

ちゃん（8歳10か月）
絵里さんの長女

“いつも笑顔で、元気に育ってね”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

棡原地区 山口 愛奈
あ い な

ちゃん（11歳8か月）
紅巴
く れ は

ちゃん（4歳2か月）
早苗さんの長女・二女

“元気で姉妹仲良く育ってね”



大
目
地
区

馬
場
昭
久（
一
昭
）

甲
東
地
区

戸
田
守
義
（
剛
士
）、
小
俣
さ
わ

（
好
三
）

巌
地
区

古
家
谷
江（
賢
治
）、
小
山
ヨ
シ

（
幸
喜
）

大
鶴
地
区

木
田
泉
子（
幸
隆
）

島
田
地
区

安
藤
な
か
子（
邦
和
）

上
野
原
地
区

上
條
百
江（
重
治
）、
石
井
明（
達
）、

富
田
と
ら
子（
昭
）、
守
屋
ヨ
シ（
実
）、

桑
原
つ
や
子（
富
士
雄
）、石
井
富
雄

（
久
根
口
裕
）、
佐
々
木
た
ま（
洋
二
）

棡
原
地
区

岡
嶋
福
平（
重
治
）

西
原
地
区

降
矢
（
知
江
）、
長
田
武（
浪
江
）、

奈
良
春
雄（
勇
一
）

秋
山
地
区

原
田
か
ほ
る（
武
男
）、
関
戸
博
道

（
利
光
）、
関
戸
開
三（
寛
）
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

77
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

6 7 8 9 10 11
5
12

13 14 15 16 17 18 19
2220 21 23 24 25 26

27 28

431 2

29 30 31

一

般

書

◇
『
昭
和
の
玉
手
箱
』

赤
瀬
川
原
平
／
著
　
東
京
書
籍

◇
『
千
両
花
嫁
と
び
き
り
屋

見
立
て
帖
』

山
本
兼
一
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
東
京
島
』

桐
野
夏
生
／
著
　
新
潮
社

◇
『
謎
の
転
倒
犬

石
狩
く
ん
と（
株
）魔
泉
洞
』

柴
田
よ
し
き
／
著
　
東
京
創
元

社
◇
『
茨
の
木
』

さ
だ
ま
さ
し
／
著
　
幻
冬
舎

◇
『
家
族
の
昭
和
』

関
川
夏
央
／
著
　
新
潮
社

◇
『
メ
タ
ボ
が
気
に
な
る
人
の

健
康
ご
は
ん
』

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

◇
『
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
入
門
』

主
婦
の
友
社
／
編
　
主
婦
の
友

社
児

童

書

◆
『
ぼ
く
ら
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
』

芝
田
勝
茂
／
作
　
永
盛
綾
子
／

絵
　
国
土
社

◆
『
菜
の
子
先
生
はど

こ
へ
行
く
？
』

富
安
陽
子
／
作
　
Ｙ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
／

画
　
福
音
館
書
店

◆
『
星
空
へ
よ
う
こ
そ
』

横
山
充
男
／
作
　
え
び
な
み
つ

る
／
絵
　
文
研
出
版

◆
『
マ
チ
ル
ダ
ば
あ
や
、

ロ
ン
ド
ン
へ
行
く
』

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ナ
・
ブ
ラ
ン

ド
／
作
　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ー

デ
ィ
ゾ
ー
ニ
／
絵
　
あ
す
な
ろ

書
房

絵

本

○
『
き
ち
ょ
う
め
ん
なな

ま
け
も
の
』

村
上
康
成
／
絵
　
ね
じ
め
正

一
／
詩
　
教
育
画
劇

○
『
な
つ
の
お
と
ず
れ
』

か
が
く
い
ひ
ろ
し
／
作
・
絵

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

○
『
か
ぶ
と
三
十
郎

き
み
の
た
め
に
生
き
る
の
巻
』

宮
西
達
也
／
作
・
絵
　
教
育
画

劇

死

亡

☆
お
は
な
し
会
☆

『
な
し
と
り

き
ょ
う
だ
い
』
ほ
か

◎
日
時
　
7
月
19
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
あ
そ

び
な
ど
を
通
し
て
、
親
子
や
と
も

だ
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

☆
1
日
図
書
館
員
を

実
施
し
ま
す
☆

7
月
23
日（
水
）か
ら
8
月
3
日

（
日
）ま
で
、
小
・
中
学
生
の
体
験

学
習（
1
日
図
書
館
員
）を
行
い
ま

す
。
期
間
中
、
利
用
者
の
み
な
さ

ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

○
『
た
こ
や
き
か
ぞ
く
』

に
し
も
と
や
す
こ
／
作
・
絵

講
談
社

○
『
リ
ッ
キ
と
に
わ
と
り
の
ミ
ア
』

ヒ
ド
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
ヒ
テ

ン
／
さ
く
・
え
　
の
ざ
か
え
つ

こ
／
や
く
　
フ
レ
ー
ベ
ル
館

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
が
ん
ば
れ
！
ぼ
く
ら
の

ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
』

◎
日
時
　
7
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
10
分

午
後
2
時
〜
3
時
10
分

☆
図
書
館
・
朗
読
の

つ
ど
い
☆

●
出
演

声
優
・
俳
優
　
戸
村
美
智
子
氏

①
「
手
袋
を
買
い
に
」

新
美
南
吉
／
作

②
「
三
日
月
」

田
辺
聖
子
／
作

③
「
オ
リ
ヲ
ン
座
か
ら
の
招
待
状
」

浅
田
次
郎
／
作

◎
日
時
　
7
月
19
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
（
1
時
開
場
）

7
月
の
「
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム
朗
読

館
」
は
お
休
み
で
す
。
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電
話
：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ail：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

6月7日、上野原ライオンズクラブでは、富士見ケ
池・月見ケ池周辺の清掃活動を行いました。ライオン
ズクラブの他に、心身不自由児者を守る父母の会や山
梨中央銀行上野原支店行員など計51名が参加し、道
路脇の草刈りや空き缶・ごみ拾いなどを行いました。

根本山に桜の苗木を植樹

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

6月1日、上野原第一保育所の園児が上野原地区にある根本山に桜の苗
木を植樹しました。このイベントは、上野原青年会議所の呼びかけにより
実現したもので、30名ほどの親子が参加し行われました。山頂広場では
歌やダンスなどをして楽しんだ後、親子で手を取りながら桜の苗木を植樹
しました。心を込めて植えた桜の苗木は園児とともに成長し、山頂から温
かく見守ってくれることでしょう。また、山頂広場の東屋には園児がこの
日に合わせて作成した記念絵画が設置され、その披露も行われました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,548人 （－18）
男 ●13,729人 （－12）
女 ●13,819人 （－ 6）
世帯●10,034世帯（＋11）
平成20年6月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●上野原ライオンズクラブによる清掃活動
来年4月に統合が予定されている巌中・平和中で

は、5月16日に巌中体育館において、第1回交流会を
行いました。交流会では、巌中の委員会や部活動を紹
介、平和中はスライドで同校の紹介をしたあと、ゲー
ムなどを通して生徒間の交流を深めました。

●第1回巌中・平和中交流会

上野原市商工会では、6月5・6日に茶摘み・茶も
み体験ツアーを行いました。西原地区にお住まいの橋
本重留さんを講師に、ツアーの参加者はお茶の葉を1
枚1枚丁寧に摘みとり、完成するまでの工程をすべて
手作業で行いました。

●茶摘み・茶もみ体験ツアー
6月7日、もみじホールにおいて上野原情報通信シ

ンポジウムが行われました。関東総合通信局日下さん、
帝京科学大学名誉教授谷口さんによる講演や、「地域、
市民視点の情報通信技術の利活用とユビキタスネット
ワークの在り方」について議論等が行われました。

●上野原情報通信シンポジウム
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番

地
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7 
N
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